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1) ある機械学習チームには Amazon S3 に複数の大量の CSV データセットがあります。 Amazon 

SageMaker 線形学習アルゴリズムで構築されたモデルは、これまで同様のサイズのデータセットでトレーニ
ングするのに数時間かかっています。チームのリーダーはトレーニングプロセスを短縮する必要がありま
す。 

 

機械学習のスペシャリストは、この問題を解決するためにどうすればよいですか。  

 

A) Amazon SageMaker のパイプモードを使用する。 

B) Amazon Machine Learning を使用してモデルをトレーニングする。 

C) Amazon Kinesis を使用して Amazon SageMaker にデータをストリーミングする。 

D) AWS Glue を使用して CSV データセットを JSON 形式に変換する。 

 

2）ユニグラムとバイグラムの両方を使用した単語頻度 - 逆文書頻度 (tf–idf) 行列が、次の 2 つの文で構成
されるテキストコーパスで構築されています。 

 

1. Please call the number below. 

2. Please do not call us. 

 

この tf–idf 行列の次元はどれですか。 

 

A) (2, 16) 

B) (2, 8) 

C) (2, 10) 

D) (8, 10) 
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3) ある企業では、Amazon S3 に保存しているすべてのデータセットを管理するシステムをセットアップして
います。この企業は、データの変換ジョブの実行と、データセットに関するメタデータのカタログの管理を自
動化したいと考えています。このソリューションでは、セットアップとメンテナンスの労力を最小限に抑える
必要があります。  

 

この企業がこのような目標を達成するのに役立つソリューションはどれですか。 

 

A) Apache Hive がインストールされた Amazon EMR クラスターを作成する。次に、スケジュールに従っ
て変換ジョブを実行する Hive メタストアとスクリプトを作成する。 

B) AWS Glue クローラを作成して AWS Glue データカタログにデータを入力する。次に、AWS Glue ETL 

ジョブを作成し、データ変換ジョブのスケジュールを設定する。 

C) Apache Spark がインストールされた Amazon EMR クラスターを作成する。次に、Apache Hive メタス
トアと、スケジュールに従って変換ジョブを実行するスクリプトを作成する。 

D) データの変換を行う Amazon SageMaker Jupyter Notebook インスタンスを作成する。次に、Apache 

Hive メタストアと、スケジュールに従って変換ジョブを実行するスクリプトを作成する。 

 

 

4) あるデータサイエンティストは、トレーニングプロセス中に複数のパラメータを変更することによるモデ
ルの最適化に取り組んでいます。このデータサイエンティストが観察したところ、同じパラメータを使用して
複数回実行すると、損失関数は異なるとはいえ、安定した値に収束することが明らかになりました。 

 

トレーニングプロセスを改善するために、このデータサイエンティストはどうすればよいですか。 

 

A) 学習率を大きくする。バッチサイズは変更しない。 

B) 学習率を小さくする。バッチサイズを下げる。 

C) 学習率を小さくする。バッチサイズは変更しない。 

D) 学習率は変更しない。バッチサイズを上げる。 
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5) あるデータサイエンティストは、さまざまな二項分類モデルを評価しています。 ビジネス上の観点から言
えば、偽陽性の結果は、偽陰性の結果よりも 5 倍コスト高になります。 

 

このモデルは次の基準に基づいて評価する必要があります。 

 

1) 再現率は少なくとも 80% でなければならない。 

2) 偽陽性率は 10% 以下でなければならない。 

3) 業務コストを最小限に抑える必要がある。 

 

各二項分類モデルを作成した後、データサイエンティストは対応する混同行列を生成します。 

 

この要件を満たすモデルを表す混同行列はどれですか。 

 

A) TN = 91、FP = 9 

FN = 22、TP = 78 

B) TN = 99、FP = 1 

FN = 21、TP = 79 

C) TN = 96、FP = 4 

FN = 10、TP = 90  

D) TN = 98、FP = 2 

FN = 18、TP = 82 

 

6) あるデータサイエンティストは、ロジスティック回帰を使用して不正検出モデルを構築しています。モデ
ルの精度は 99% ですが、不正行為の 90% がこのモデルでは検出されません。 

 

このモデルが不正行為の 10% 以上を検出するのに確実に役立つアクションは何ですか。 

 

A) アンダーサンプリングを使用してデータセットを均衡化する。 

B) クラス確率のしきい値を低減する。 

C) 正則化を使用してオーバーフィットを低減する。 

D) オーバーサンプリングを使用してデータセットを均衡化する。 
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7) ある企業は不正検出モデルの構築に関心を持っています。不正行為のケース件数が少ないため、現在、
データサイエンティストには十分な情報量がありません。 

 

有効な不正行為を最も多く検出できる可能性が最も高い方法はどれですか。 

 

A) ブートストラップを使用したオーバーサンプリング 
B) アンダーサンプリング 
C) SMOTE を使用したオーバーサンプリング 

D) クラスの重みの調整 

 

8) ある機械学習エンジニアが、Amazon SageMaker 線形学習アルゴリズムを使用して教師あり学習タスク
のデータフレームを準備しています。この機械学習エンジニアは、ターゲットラベルクラスが非常に不均衡
で、複数の特徴量列の値が欠落していることに気付きました。このデータフレーム全体の欠損値の割合は 

5% 未満です。 

 

この機械学習エンジニアが欠損値による偏りを最小限に抑えるには、どうすればよいですか。 

 

A) 各欠損値を、同じ行内の欠損していない値の平均または中央値で置き換える。 

B) 欠損値はデータの 5% 未満にすぎないため、欠損値が含まれている観測値を削除する。 

C) 各欠損値を、同じ列内の欠損していない値の平均値または中央値で置き換える。 

D) 各特徴量ごとに、他の特徴量に基づく教師あり学習を使用して、欠損値の近似値を求める。 
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9) ある企業では、自社製品に関する顧客の意見を収集し、決定木を使用して安全性を評価しています。ト
レーニングデータセットの特徴量は、ID、日付、レビューの詳細、レビューの概要、安全か安全でないかの二
項分類タグです。トレーニング中に、特徴量が不足しているデータサンプルはすべて削除されました。テスト
セットには、レビューの詳細のテキストフィールドが欠落しているインスタンスもあることが判明しまし
た。  

 

このユースケースで、特徴量が欠落しているテストデータサンプルに対処するための最も効果的な対策はどれ
ですか。 

 

A) レビュー詳細のテキストフィールドが欠落しているテストサンプルを除去してから、テストセットを実
行する。 

B) 概要テキストフィールドをコピーして、この値を使用して欠落しているレビュー詳細テキストフィール
ドを埋めてから、テストセットを実行する。 

C) 決定木よりも欠損データをより適切に処理するアルゴリズムを使用する。 

D) データが欠落しているフィールドを埋める合成データを生成して、テストセットを実行する。 

 

10) ある保険会社は、保険金請求の準拠性審査を自動化する必要があります。人による審査は高コストであ
り、ミスも起こりやすいというのがその理由です。同社には膨大な数の保険金請求があり、それぞれの請求に
準拠性ラベルが付与されています。各請求はいくつかの文章で構成されており、その多くには複雑な関連情報
が含まれています。経営陣は Amazon SageMaker の組み込みアルゴリズムを使用して、各請求を読み取り、
請求が準拠しているかどうかを予測するような教師あり機械学習モデルを設計したいと考えています。 

 

請求から教師あり学習タスクに対する入力として使用する特徴量を抽出するには、どのアプローチを使用すべ
きですか。 

 

A) データセット全体の請求からトークンのディクショナリを導出する。トレーニングセットの各請求にあ
るトークンにワンホットエンコーディングを適用する。派生特徴量空間を Amazon SageMaker の組み
込み教師あり学習アルゴリズムへの入力として送信する。 

B) Amazon SageMaker の BlazingText を Word2Vec モードでトレーニングセットの請求に適用する。こ
の派生特徴空間をダウンストリームの教師あり学習タスクへの入力として送信する。 

C) Amazon SageMaker の BlazingText を分類モードでトレーニングセットのラベルが付けられた請求に適
用し、準拠ラベルに対応する請求と非準拠ラベルに対応する請求それぞれの特徴量を抽出する。 
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D) Amazon SageMaker の Object2Vec をトレーニングセットの請求に適用する。この派生特徴空間をダウ
ンストリームの教師あり学習タスクへの入力として送信する。 
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正解 

 

1) A – Amazon SageMaker のパイプモードを使用すると、データがコンテナに直接ストリーミングされるため、
トレーニングジョブのパフォーマンスが向上します。(詳細については、こちらのリンク先を参照してくださ
い。) パイプモードの場合、トレーニングジョブは Amazon S3 から直接データをストリーミングします。スト
リーミングされることで、トレーニングジョブの開始がスピードアップして、スループットが向上します。パイ
プモードでは、トレーニングインスタンス用の Amazon EBS ボリュームのサイズも低減されます。B はこのシ
ナリオには当てはまりません。C はストリーミングを取り込むソリューションであるとはいえ、このシナリオに
は当てはまりません。D の場合、データ構造が変換されます。 

 

2) A – 2 つの文、一意のユニグラムが 8 個、一意のバイグラムが 8 個あります。つまり、結果は (2, 16) で
す。 フレーズは「Please call the number below」と「Please do not call us」です。 それぞれの独立した単語 

(ユニグラム) は、「Please」、「call」、「the」、「number」、「below」、「do」、「not」、「us」です。 

一意のバイグラムは、「Please call」、「call the」、「the number」、「number below」、「Please do」、
「do not」、「not call」、「call us」です。 tf–idf のベクトル化については、こちらのリンク先を参照してく
ださい。   

 

3) B – 正解は AWS Glue です。このオプションはサーバーレスであり、インフラストラクチャの管理を必要と
しないため、必要となるセットアップとメンテナンスの労力が最小限となるためです。詳細については、こちら
のリンク先を参照してください。A、C、D でも、この問題を解決することはできるとはいえ、設定作業のス
テップ数が増加します。実行とメンテナンスの運用コストも増大します。 

 

4) B – おそらく損失関数曲線が大きく、局所的に極小値が複数あるため、トレーニングの実行が妨げられていま
す。バッチサイズを下げると、データサイエンティストが局所的な最小値の問題を乗り越える確率が上がりま
す。学習率を小さくすると、全体的な損失関数の最小値の過度の変動を回避できます。 これに関する説明につい
ては、こちらのリンク先にある論文を参照してください。 

  
  

https://aws.amazon.com/blogs/machine-learning/now-use-pipe-mode-with-csv-datasets-for-faster-training-on-amazon-sagemaker-built-in-algorithms/
https://scikit-learn.org/stable/modules/generated/sklearn.feature_extraction.text.TfidfVectorizer.html
https://aws.amazon.com/jp/glue/
https://arxiv.org/pdf/1609.04836.pdf
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5) D – 次の計算を行う必要があります。 

 

TP = 真陽性 

FP = 偽陽性 

FN = 偽陰性 

TN = 真陰性 

FN = 偽陰性 

 

再現率 = TP / (TP + FN) 

 

偽陽性率 (FPR) = FP / (FP + TN) 

 

コスト = 5 * FP+ FN 

 

 A B C D 

再現率 78 / (78 + 22) = 0.78 79 / (79 + 21) = 0.79 90 / (90 + 10) = 0.9 82 / (82 + 18) = 0.82 

偽陽性率 9 / (9 + 91) = 0.09 1 / (1 + 99) = 0.01 4 / (4 + 96) = 0.04 2 / (2 + 98) = 0.02 

コスト 5 * 9 + 22 = 67 5 * 1 + 21 = 26 5 * 4 + 10 = 30 5 * 2 + 18 = 28 

 

オプション C と D の再現率は 80% 超、FPR は 10% 未満ですが、D の費用対効果は最も優れています。詳
細については、こちらのリンク先を参照してください。 

 

6) B – クラス確率のしきい値を下げると、モデルの感度が向上し、より多くのケースが陽性クラス (この場合は
不正なケース) としてマークされます。 これにより、不正を検出できる可能性が高まります。ただし、適合率が
低下するという代償を伴います。これについては、こちらのリンク先にある論文の「Discussion」セクションを
参照してください。 

 

7) C – データセットのデータ量が十分に入力されていない場合、Synthetic Minority Over-sampling Technique 

(SMOTE) を採用して、合成データポイントを少数クラスに追加して新しい情報を追加できます。このシナリオ
では、この手法が最も効果的です。 詳細については、こちらのリンク先のセクション 4.2 を参照してくださ
い。 

 

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/machine-learning/latest/dg/binary-model-insights.html
https://academic.oup.com/bib/article/14/1/13/304457
https://www.jair.org/index.php/jair/article/view/10302
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8) D – 教師あり学習を使用して、その他の特徴量の値に基づいて欠損値を予測します。教師あり学習アプローチ
によって、パフォーマンスはさまざまですが、教師あり学習手法を適切に実装した場合、A と C で提案されて
いるとおり、平均または中央値の近似値と同等か、より良好な近似値が得られるはずです。教師あり学習を使用
して欠損値を補完する方法は、活発に研究されている分野です。例については、こちらのリンク先を参照してく
ださい。 

 

9) B – レビュー概要のテキストフィールドには通常、レビュー全体についての的確な説明が含まれているため、
この場合、レビュー概要のテキストフィールドの値を欠落しているレビュー詳細のテキストフィールドの代わり
に使用することは妥当なオプションです。詳細については、こちらのリンク先の 1,627 ページ、こちらのリン
ク先、こちらのリンク先を参照してください。 

 

10) D – Amazon SageMaker の Object2Vec は、単語に対する Word2Vec 埋め込み手法を文や段落などのより
複雑なオブジェクトに対しても使用できるように汎用化したものです。教師あり学習タスクは請求全体のレベル
で実行されます。この場合、ラベルは付けられていても単語レベルにはラベルがないため、Word2Vec ではなく 

Object2Vec を使用する必要があります。詳細については、こちらのリンク先とこちらのリンク先を参照してく
ださい。 

https://www.omicsonline.org/open-access/a-comparison-of-six-methods-for-missing-data-imputation-2155-6180-1000224.php?aid=54590
http://jmlr.csail.mit.edu/papers/volume8/saar-tsechansky07a/saar-tsechansky07a.pdf
https://www.annualreviews.org/doi/10.1146/annurev.publhealth.25.102802.124410
https://www.annualreviews.org/doi/10.1146/annurev.publhealth.25.102802.124410
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/machine-learning/latest/dg/feature-processing.html
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/sagemaker/latest/dg/object2vec.html
https://aws.amazon.com/blogs/machine-learning/introduction-to-amazon-sagemaker-object2vec/

